
右岸 （18.4 km） 付近

令和　　７年　５月　７日　　　９時　３０分頃発 生 ・ 発 見 日 時

天竜川　右岸　浜北大橋直下付近を見学しました。

浜北大橋　右岸・浜北側にある溜まりでは、5月3日～6日までの4日間、18歳以下の

子どもを対象とした「子どもニジマス釣り広場」が開催され4日間で計300㎏のニジマス

が放流されました。期間中は、GWということもあり家族連れでにぎわったようです。

見学した7日からは子ども釣り広場が終了して18歳以上の遊漁も可能になったため朝か

ら遊漁券、組合員証を所持した遊漁者がニジマス釣りを楽しまれていました。

天 竜 川

釣れたニジマスを見せていただくと30㎝程の大きさのものが釣れていました。また、

スッポンも釣れていました。

浜北大橋直下を見学していくとこちらはカワウの捕獲でしょうか、「注意！銃による捕

獲中　静岡県猟友会」の旗が立てられていました。

帰る際に確認すると、業者の方による落書き箇所の修復作業が行われており、許可を得て写真

を撮らせていただきました。この後、更に仕上げ作業を行っていくとのことでした。

ゴミ関連では、不法投棄と思われる物を橋直下付近にて発見しました。

また、橋脚付近にて直火跡と思われる黒い灰の跡がありました。

浜北大橋、浜北側のたもと付近を見ていくと「一級河川てんりゅう川」の看板の文字が

薄くなり読みにくい状態となっていました。

マナーを守った利用をお願いし

ます。

現地確認のうえ、適切に対応

いたします。



咲き始めていました。一見、綺麗な花に見えますが、繁殖力が高く、在来植物を駆逐して

しまうため、特定外来生物に指定されています。

植物関連では暖かい時期ということもあり、コウゾリナ、シャリンバイ、コバンソウ、

マツバウンラン、ニワゼキショウ、クズスゲ、ノイバラ、ツツジ、ムラサキツメクサ、

ハタケニラ、など多数の花や実を確認することができました。

堤防道路の斜面では、先月の見学時には蕾だったオオキンケイギクの黄色い花が各所で



右岸 （18.0 km） 付近

5月に入り段々と日中の気温が上がり。見学中も日向にいると暑さを感じる気候になって

天 竜 川

方々は注意が必要です。

この時期、堤防脇に咲いている特定外来生物のオオキンケイギクはこの周辺は咲いて

いませんでした。

きました。18.0㎞看板付近の堤防道路から河川敷へ降りる道付近を見ていくと一部、

発 生 ・ 発 見 日 時 令和　　７年　５月　１４日　　　１１時　３０分頃

コンクリートが剥がれている箇所がありました。また、看板が堤防斜面側に傾いて

ゴミ関連ではアルミ缶やペットボトルが落ちている箇所を見つけましたが、

大きなごみは無く前回見学した浜北大橋よりは綺麗な印象を持ちました。

植物では、ムラサキツメクサ、ツツジ、ニワゼキショウなどの花が咲いていました。

また、グラウンド脇を見ていくと外来種のメリケントキンソウを複数確認しました。

この草の実にはトゲがあり肌などに刺さりケガをする恐れがあります。人間のみならず

ペットも足に刺さることがあるのでこれからの時期、河川敷で散歩、スポーツをする

いる箇所がありました。また、草が伸びて隠れている看板もありました。

天竜川　右岸　18.0㎞付近を見学しました。

現地確認のうえ、適切に対応いた

します。


